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② 海外人材も含めた人材活用及び人材育成の方針や規模を示していただきたい。

２．開発戦略、実施内容等の妥当性
（４）人材活用及び人材育成について

29

 海外人材については広く国際公募を行うなど、現在約２０名の研究員と個別に調整を進めているところ。本日も、杉山センター長は、
トップクラスの海外研究者登用のための活動を行っている（The 33rd International Conference on Machine Learning）。

 「人工知能技術戦略会議」において、人材育成に関する様々な施策の相乗効果を発揮するための構想を具体化することも検討中。

 あわせて、理研AIPセンターにおいて、他機関と連携しながら、関連する人材育成事業も実施。

＜データ利活用を先導できる高度なレベル（棟梁レベル）のデータサイエンティスト育成＞
 研究機関等との共同事業として実施を検討。大学との幅広いネットワークにより、指導者を確保する。
・育成対象者：博士課程・ポスドクなど専門分野を持つ者でデータサイエンスを高いレベルで利活用する者 【50名程度】
・プログラム：１年間を通じたプログラム（集中講義やスクール等）により、最先端の手法をPBLで実地経験、また、各応用領域の最新
成果をケーススタディとして学習。

＜高度なセキュリティ知識と管理能力を持つサイバーセキュリティ人材育成＞
 研究機関等との共同事業として実施を検討。大学との幅広いネットワークにより、指導者を確保する。
・育成対象者：博士課程を中心に、企業や組織でのセキュリティ実務経験を有する者 【50名程度】
・プログラム：１年間を通じたプログラム（集中講義やスクール等）により、SINET上のリアルなサイバー攻撃データも用いながら、攻撃の
状況を俯瞰・判断するシミュレーション演習等。




